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以
前
作
家
の
渡
辺
淳
一
氏

が
障
が
い
者
の
能
力
に
触
れ

た
エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
だ
。

　

そ
れ
は
両
手
が
使
え
な
い

障
が
い
者
が
器
用
に
両
足
を

使
っ
て
食
事
を
し
て
い
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

生
き
る
た
め
に
必
然
的
に

そ
の
技
術
を
習
得
し
た
の
だ

ろ
う
。

　

人
間
努
力
を
継
続
す
れ
ば

難
し
い
こ
と
も
そ
れ
な
り
に

可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
述
べ
て
い
る
。
全
く
同
感

で
あ
る
。

　

私
も
若
い
頃
は
色
々
な
こ

と
を
や
っ
て
き
た
。
幾
つ
か

は
下
手
な
り
に
も
継
続
し
た

こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
レ
ベ

ル
ま
で
行
っ
た
と
思
っ
て
い

る
が
、
気
付
く
と
皆
止
め
て

し
ま
っ
て
い
る
。
実
に
勿
体

無
い
事
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
肝
に
銘
じ
今
は
、

自
分
の
生
活
の
中
で
何
事
も

常
に
「
継
続
」
す
る
こ
と
を

念
頭
に
入
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
努
力
を
加
え
れ
ば

高
い
水
準
ま
で
事
を
持
っ
て

い
け
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
れ

が
ま
た
難
し
い
こ
と
な
の
だ

ろ
う
。

（小須戸）

吉田 国宏さん

「
継
続
は
力
な
り
」

小
学
校
卒
業
記
念
に

小
学
校
卒
業
記
念
に

　
　
　

俳
句
を
つ
く
り
ま
し
た

　
　
　

俳
句
を
つ
く
り
ま
し
た

小
学
校
卒
業
記
念
に

小
学
校
卒
業
記
念
に

　
　
　

俳
句
を
つ
く
り
ま
し
た

　
　
　

俳
句
を
つ
く
り
ま
し
た

小
学
校
卒
業
記
念
に

　
　
　

俳
句
を
つ
く
り
ま
し
た

　

矢
代
田
小
学
校
６
年
生
（
現 

小
須
戸
中
学
校
１
年
生
）
が
、
授
業

の
一
環
で
、
小
学
校
卒
業
記
念
に
俳
句
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

当
時
の
担
任
の
佐
藤
環
先
生
か
ら
は
、

 

「
卒
業
を
間
近
に
控
え
た
最
中
に
、
今
ま
で
毎
日
通
学
を
と
も
に
し

た
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の
道
具
へ
の
感
謝
や
、
児
童
目
線
で
の
通
学
風

景
を
描
写
し
た
素
晴
ら
し
い
作
品
が
出
来
上
が
り
、
と
て
も
感
動
し
、

小
学
校
生
活
最
後
の
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。」
と
の
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
 

児
童
同
士
で
良
い
句
を
選
び
合
い
、
厳
選
し
た
句
を
次
の
と
お

り
掲
載
し
ま
す
。




























ラ
ン
ド
セ
ル　

色
と
り
ど
り
で　

虹
み
た
い　
　

  

伊 

藤　

美 

結

私
達　

桜
の
よ
う
に　

咲
き
誇
る　
　
　
　
　
　

  

鈴 

木　

奈 

那

つ
い
に
き
た　

田
ん
ぼ
を
通
る　

自
分
た
ち　
　

  

目 

黒　

瑠 

唯

春
休
み　

木
々
も
自
分
も　

準
備
か
な　
　
　
　
　

渡 

部　

宇 

宙

花
吹
雪　

あ
た
り
一
面　

桃
色
に　
　
　
　
　
　
　

榎
本　

有
希
子

桜
咲
き　

新
た
な
一
歩
を　

ふ
み
出
そ
う　
　
　
　

星 

田　

麗 

菜

あ
り
が
と
う　

思
い
出
つ
ま
っ
た　

ラ
ン
ド
セ
ル　

島 

田　

妃 

菜




























　

式
典
で
は
、
夏
目
久
義
秋
葉

区
長
よ
り「
今
日
は
未
成
年
だ
っ

た
皆
さ
ん
が
二
十
歳
と
な
り
、

一
人
の
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を

自
覚
す
る
姿
を
祝
い
、
励
ま
す

日
で
す
。
皆
さ
ん
が
こ
の
会
場

に
向
か
う
と
き
も
、
近
隣
の
方

や
街
ゆ
く
人
々
が
お
祝
い
の
言

葉
を
掛
け
、
笑
顔
で
見
守
り
、

送
り
出
し
て
く
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。ご
両
親
や
周
り
の
人
々

が
慈
し
み
の
心
を
持
っ
て
育
ん

で
く
れ
た
こ
そ
、
今
日
こ
こ
に

い
る
の
で
、
ど
ん
な
形
・
言
葉

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の

大
切
な
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を

表
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。」

と
の
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

  

最
後
に「
新
成
人
の
言
葉
」と

し
て
、
新
成
人
代
表
の
平
岩
玲

奈
さ
ん
よ
り
「
二
十
歳
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
、
一
人
の
大
人

　

去
る
５
月
３
日（
金
・
祝
）午
後
２
時
よ
り

五
月
晴
れ
の
空
の
下
、
新
元
号
に
変
わ
り
初

め
て
の
成
人
式
が
、
全
国
の
先
陣
を
切
っ
て
、

秋
葉
区
総
合
体
育
館
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
10
年
４
月
２
日

～
平
成
11
年
４
月
１
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

秋
葉
区
全
体
で
は
男
性
３
５
２
人 

 

女
性

３
５
７
人 

合
計
７
０
９
人
。
う
ち
小
須
戸
・

矢
代
田
地
区
で
は
男
性
45
人　

女
性
53
人

合
計
98
人
が
対
象
で
し
た
。

　

当
日
は
、
色
と
り
ど
り
の
振
袖
や
ス
ー
ツ

に
身
を
固
め
た
新
成
人
４
１
８
人
と
、
我
が

子
の
成
長
し
た
姿
を
こ
の
目
に
焼
き
付
け
よ

う
と
駆
け
つ
け
た
ご
両
親
・
ご
家
族
の
皆
さ

ん
75
人
と
合
わ
せ
て
、
４
９
３
人
の
方
々
が

式
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

と
し
て
責
任
が
生
ま
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
未
成
年
だ
か
ら

と
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
許
さ

れ
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
戸

惑
い
や
不
安
に
苦
し
む
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
自

立
を
焦
り
、
周
り
を
頼
る
こ
と

を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
周
り

を
頼
ら
な
い
こ
と
と
自
立
す
る

こ
と
は
違
う
は
ず
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
に
は
、
た
く
さ
ん

の
仲
間
や
先
輩
が
い
ま
す
。（
悩

み
苦
し
む
時
に
は
）
人
と
関
わ

り
合
い
助
け
合
う
こ
と
で
、
乗

り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」

と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
が
終
わ
っ
た
後
も
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
旧
友
と
の
再
会
に
、

思
い
出
話
や
、
近
況
を
語
り
合

う
姿
が
見
受
け
ら
れ
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

 

　小須戸地区公民館では、小須戸・矢代田地区の新成人の皆さ
んに向けて、それぞれの今の気持ちや心境について、アンケー
ト形式で生の声を集めてきました。その一部を下記のとおり紹
介します。

Q1：成人を迎えた今の気持ちを教えてください。
  ・自分の母親のおかげで、ここまで大きく育つことが出来た
    と改めて実感しました。（藤野満樹さん）　
  ・とても嬉しいです。（小見雄輔さん・丸山和己さん）
  ・まだ実感が湧きません。（青木秀代さん）
Q2：ふるさと（秋葉区）への思いを伝えてください。
  ・いつでも私が帰ってこれる場所であってください。
                                          （内宮萌加さん）
  ・この秋葉区の居心地が良くてずっとここにいたい。
                                          （藤野満樹さん）
Q3：二十歳の決意を表明してください。
  ・自立していこうと思います。（青木秀代さん）
  ・百歳まで生きます！（丸山和己さん）　
  ・自衛官として国の平和を護っていきます。（藤野満樹さん）
  ・がんばって生きていきます。（江川莉穂さん）
Q4：将来の夢を教えてください。
  ・板前になり、夢が叶っています。（栗林定時さん）
  ・まだ未定です。（青木秀代さん・江川莉穂さん）

　平成から令和へ、新しい歴史を刻みゆく、胸の中を夢や希望
で満たした新成人のこれからの活躍に期待しましょう！

新成人へのアンケート



山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

今年で１０回目！ 地域と学校合同美化活動
『ふれあい花いっぱい運動』

Ｎゲージ鉄道模型走行会開催！
～町屋ギャラリー薩摩屋～
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春
満
月
平
成
最
後
の
大
舞
台　
　
　
　
　
　

風

間

幸

子

亀
鳴
く
や
令
和
元
年
夜
明
け
前　
　
　
　
　

中

野

太

浪

日
章
旗
は
た
め
き
続
き
聖
五
月　
　
　
　
　

馬

場

綾

子

聖
五
月
昭
和
も
遠
く
な
り
に
け
り　
　
　
　

間

野

え

り　
　
　

早
朝
の
地
を
か
す
め
行
く
初
つ
ば
め 　

 　

吉

澤

文

子

お
帰
り
と
二
羽
の
燕
に
声
か
け
る　
　
　
　

本

多

玲

子　

水
輪
か
く
大
河
の
流
れ
糸
柳　
　
　
　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む

す
み
れ
咲
き
我
を
ひ
き
よ
す
村
の
道　
　
　

丸

山

紀

子

咲
き
て
散
る
野
ぼ
た
ん
あ
の
世
こ
の
世
か
な  

佐
久
間
久
子

再
会
を
誓
ふ
友
垣
春
残
し　
　
　
　
　
　
　

吉

田

松

子

ま
あ
き
れ
い
突
然
言
わ
れ
汗
を
拭
き  　
　

保

科

志

枝

誉
め
過
ぎ
に
マ
イ
ク
も
照
れ
る
弔
辞
文　
　

能
登
と
し
お

老
い
同
士
昔
話
で
照
れ
笑
い　
　
　
　
　

  

増

井

都

留

照
れ
な
が
ら
頬
寄
せ
唄
う
夢
を
見
る　
　
　

会

田　

修

馴
初
め
を
聞
か
れ
米
寿
が
照
れ
て
い
る　
　

浄　
　
　

栄

春
が
来
た
か
わ
い
い
孫
も
六
年
生　
　

  　

奉　

和　

崇

聞
く
耳
は
あ
れ
ど
遺
影
は
物
い
わ
ず　
　
　

渡

辺

信

子

ふ
と
見
れ
ば
眼
鏡
を
か
け
て
ペ
ン
を
持
つ

　

次
女
も
還
暦
な
り
し
と
云
ひ
り　
　

    

高

橋

キ

ヨ

日
差
し
の
び
春
は
近
く
に
来
て
る
ら
し

　

咲
い
た
桜
が
風
に
ま
い
散
る　
　
　
　
　

吉
田
ま
つ
え

眠
ら
れ
ず
交
し
き
メ
ー
ル
読
み
返
す

　

思
い
や
る
嘘
少
し
は
あ
り
て　
　
　
　
　

久
保
み
ね
子

母
の
日
に
若
き
母
よ
り
花
束
届
き

　

わ
れ
一
人
祝
酒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
サ
ダ
子

キ
ビ
タ
キ
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
新
緑
の

　

山
道
歩
き
令
和
の
始
め
に　
　
　
　
　
　

こ　

み　

け

紅
牡
丹
大
輪
咲
い
て
零
れ
次
ぐ

　

花
び
ら
散
り
て
絨
毯
の
よ
う　
　
　
　
　

玲　
　
　

泉

〈照れる〉〈自由吟〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

と
も
が
き

か
め

な

ご
が
つ

せ
い

み
ず
わ

い
と
や
な
ぎ

せ
い

は
る

ま
ん
げ
つ

お
お
ぶ
た
い

ご
が
つ

題
材
は
自
由（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
６
月
20
日（
木
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公
民
館
へ
。
















































































































































































































































































































































俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

小
須
戸
文
化
協
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
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欄























































文　

芸　

欄

 

去
る
４
月
25
日
（
木
）

午
後
６
時
よ
り
矢
代
田
駅

前
の
「
山
勢
」
に
お
い
て

 

「
平
成
31
年
度　

小
須
戸

文
化
協
会
総
会
」
が
開
催

さ
れ
、
加
盟
の
33
団
体
、

43
名
が
出
席
し
、
平
成
30

年
度
の
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
報
告
、
令
和
元
年

度
予
算
及
び
役
員
体
制
・

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
の
令
和
元
年

度
の
事
業
計
画
と
し
て
は
、

主
に
４
点

①
文
化
祭
事
業
と
し
て

　

10
月
26
日
・
27
日
（
土

　

日
）に「
第
45
回
小
須
戸

　

地
区
市
民
展
」
を
、

　

ま
た
、
11
月
10
日
（
日
）

　

に「
第
35
回
芸
能
祭
」を

　

公
民
館
と
共
催
し
ま
す
。

②
美
術
・
文
芸
作
品
等
の

　

年
間
展
示
と
し
て
２
か

　

月
ご
と
に「
小
須
戸
ま
ち

　

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

　

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

③
文
化
協
会
の
活
動
内
容

　

の
周
知
の
た
め
に
「
文
化

　

協
会
だ
よ
り
19
号
」   

　

（
通
算
33
号
）
を
発
行
し

　

ま
す
。

④
文
化
振
興
に
必
要
と
す

　

る
事
業
と
し
て

　

11
月
23
日
（
土
）
～　

　

12
月
１
日
（
日
）
に

　

「
第
13
回
秋
葉
区
美
術

 「文芸あきは」第１３号
作品大募集　










































































































































































































































































































































小
須
戸
文
化
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

小
須
戸
文
化
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

　

展
」
を
公
民
館
と
新
津

　

美
術
協
会
と
一
緒
に
共

　

催
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
小
須
戸
文
化

協
会
は
、
文
化
部
20
団
体
、

芸
能
部
13
団
体
、
合
わ
せ

て
33
団
体
382
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
生
涯
学
習
の

成
果
を
一
年
に
一
度
発
表

す
る
「
市
民
展
」
や
「
芸

能
祭
」
を
は
じ
め
、
小
須

戸
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
公
民
館
と

連
携
し
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の
協
力

体
制
の
も
と
、
地
域
の
多

彩
な
学
習
活
動
の
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小須戸文化協会会長

杉本　昭彦さん

小須戸文化協会の
オリジナルロゴマーク

一般の部・青春の部（中高生
対象）ともに随筆、小説（戯
曲、童話を含む）、詩、漢詩
短歌、俳句、川柳の７部門で
1人につき各部門１作品（２
部門まで応募可）

秋葉区に在住・在勤・在学・
出身の方又は秋葉区内で活動
中の団体に所属の方
投稿者１人につき1,500円

（中高生無料）

　

応募票に必要事項を記入の
うえ、投稿料を添え、直接
ご持参ください。郵送の場合
は、投稿料を専用振込用紙で
納入後、応募票と作品をお送
りください。（振込手数料投
稿者負担）

令和元年７月３１日（水）
必着

〒９５６-０８１６ 新潟市秋葉区
新津東町２-５-６ 新津地域
学園内　新津文芸協会事務局

（☎０２５０－２２－９６６６
　　　　 　新津地区公民館）

新津文芸協会

･募集作品

　

･応募資格

　
･投 稿 料
　

※投稿された方には、作品を収録した
　「文芸あきは第１３号」を贈呈します。
　（中高生には在学する学校に贈呈）

･応募方法

　

･応募締切
　

･応 募 先

　
　

・主　　催

※応募票は小須戸地区公民館､新津地区
　公民館､新津地区市民会館､秋葉区役所
　等にあります｡詳細は､新津文芸協会
　事務局（新津地区公民館）までお問い
　合せください。

　毎年好評の「N ゲージ鉄道模型走行会」を、今年も開催します。

　話題のトランスイート四季島やスーパーあずさ､山手線新型車両２３５系

など、人気の車両が薩摩屋を走り回ります。

　今年もお楽しみの鉄道模型の運転体験もできます！

　入場無料。駐車場は第四銀行小須戸支店・小須戸郵便局・まちづくり

センターをご利用ください。

　◆期間：６月２９日（土）、３０日（日）、７月 ６日（土）、７日（日）
　◆時間：午前１０時３０分～午後４時まで
　◆会場：町屋ギャラリー薩摩屋（新潟市秋葉区小須戸３３９４）

　５月１４日、コミ協環境部、小須戸中学校１年生、矢代田小学校３年生、

小須戸幼稚園と矢代田保育園の年長組の総勢約２００名が参加し､矢代田駅

周辺の美化活動が行われました。

　中学生と小学生は学校から集合場所である舟戸公園までゴミを拾いなが

ら歩いてきてくれました。

　矢代田駅では､参加者がそれぞれ世代の違う方と協力し合って、花壇や

プランターに赤や白､ピンク色のベゴニア約1,000株を植え付けました。

　ＪＲ新津駅長も活動に参加してくれ､地域の玄関口である矢代田駅が花で

いっぱいになりました。今後の花の管理はコミ協環境部が行う予定です。

　駅をご利用の際にはぜひご覧ください。


